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  学校教育目標 

共に学び共に伸びる子ども 

・いのちを大切にできる子ども   ・だれとでも仲良く協力し合う子ども 

・意欲をもち学習する子ども ・ねばり強くはたらく子ども 

 

令和 6年 5月 24日 第 6号 

カメムシ 

  4月の末頃から 3年生の教室横の虫かごを見ていました。すると、葉っ

ぱばかり。GW前後に茶色いさなぎがいるを見つけて驚いていると、今週鮮

やかな色の蝶になっていました。 

  学校菜園も着実に整備されて、キュウリやトマトの小さな苗がひっそりと

植えられています。蝶のようにどのような変化を見せるのか楽しみです。 

  ところで、先日通勤しようと車に乗り込み走っていると、緑色の虫を発見。

ちょうどラジオで「カメムシ大量発生」のニュ－スが流れているところでした

ので、まさかカメムシではないかと、信号で止まった時に確認すると、ビン

ゴ！つまむと臭くなるし、服につくと一日中悪臭に悩まされるし、どうしたもの

かと思案。次に止まった信号でよく観察すると車の外のワイバ－につかまっ

ていることに気づきました。 

 気持ちのいい朝の青空のもと、車の窓をあけると薫風が頬を撫でます。 

 そんなことはお構いなしに敢然と窓を閉め、ワイバ－をフル稼働。 

 隣を走っている車は、いい天気なのにワイパ－をフル稼働している走ってい

る車をどう思うか。 

  ところがカメムシ君、なかなかワイパ－から離れません。 

  またまた信号で止まったとき、フロントガラス越しに彼を見つめたのです。 

  鮮やかな緑の全身に、羽の端は金色に輝いています。 

  カメムシということを除けば、その姿は荘厳で美しい。 

  結局カメムシは最後までくっついていました。 

『帰りもいてね』と祈りながら車を降りたのでした。 


